
 

公教育と公務員労組の解体と闘う 

ウィスコンシンからの報告 
 

２月２７日（月）１８時３０分・エルおおさか南館ホール 

ドキュメンタリー『最前線ウイスコンシン』上映(30分) 
報告：ペギー・コインさん(マディソン郡教員組合委員長) 

   カスリン・バーンズさん(同組合員、小学校教員 写真→) 
入場カンパ：1000円 

米国・ウィスコンシンの闘いは、チュニジア革命とエジプト革命で始まった「アラブの春」に鼓吹され、その後米国全土

に広がった「９９％」の運動の先駆けとなりました。この闘いは大阪での橋下市長・維新の会との闘いにも大きな示唆と

勇気を与えています。 

この闘いの最先頭で闘った同州マディソン郡の教員組合の現場教員と組合リーダーを招きました。今回の来日は２月

２４日から２７日までの予定で、この間に労働組合や市民団体との交流も計画しています。橋下市長・維新の会の暴

走を止め、労働者や市民が作る「もう一つのおおさか」をめざす一歩として多くの皆さんの参加を呼びかけます。 

主催：おおさか社会フォーラム実行委員会 http://osaka.socialforum.jp/ 

連絡先：市民オフィスＳＯＲＡ（０６－７７７７－４９３５） 

Another World Is Beginning! 
もう 1つの世界は始まっている 

おおさか社会フォーラム 20１２ 
(9月 15-16日開催)●プレフォーラム２ 

米国ウィスコンシン州。ティーパーティーに支持されたウォーカー知事が「財政再建」を掲げ、

公務員の団交権剥奪等の攻撃。昨年 2-3月に連日数万人が抗議デモ、州庁舎を占拠。教員

のストに生徒も連帯。警察官もデモ隊排除の命令を拒否。現在は知事リコール運動中。法定

数を大幅に超える 100万人以上の署名が集まった。 


